
⾳の感じ⽅は⼈それぞれでも、⾳楽には感動
を共有できる⼒があります。難聴者⾳楽感受
研究所は、⼈が⾳楽から受ける恩恵を研究し、
難聴者と健聴者の⾳楽聴取を補助し、⼈⽣を
豊かにする環境を作り、⽂化と教育の振興に
寄与することを⽬的として設⽴されました。
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学術発表 論文
【国内】
・⼈⼯内⽿友の会会報；「⾳楽感受研究所便り」を連載
・⽇本⾳楽療法学会学術⼤会；2009年〜2012年、2015年研究発表
・洗⾜論叢（2011年度）；『⼈⼯内⽿装⽤者が⾳楽聴取的満⾜を得る為の研究』
・東京⼤学先端科学技術研究センター；「聞えのバリアフリー・シンポジウム」（2012年2⽉）
・⾳楽療法学会国際会議；「⼈⼯内⽿装⽤児のための⾳楽活動⽀援」（ 2017年7⽉）
【国外】
・International Federation of Oto-Rhino-Laryngological Societies（韓国ソウル2013年6⽉）
・Asia Pacific Symposium on Cochlear Implants and Related Sciences（インド2013年11⽉）
・International Conference on Cochlear Implants and Other Implantable Auditory
 Technologies（ミュンヘン2014年6⽉）

実験     

・⽣演奏の聴取実験（年間を通し随時）
・ミュージック・ラボルーム（2003年〜2004年）
・ミュージック・ラボルーム追跡調査（2007年度）
・補聴器装⽤児の⾳楽ワークショップ（2014年から毎年8⽉）
・⼩学⽣⾳楽作り授業（2014年〜）
・⼈⼯内⽿装⽤児の為の⾳楽聴取向上法の研究
 〜療法的⾳楽活動が与える影響〜（2016年〜）
・東京医科⼤学⼈⼯内⽿センター「親⼦レク」（2016年〜）

演奏会
●定期公演
 2006年から毎年3⽉開催
●地⽅公演
 2007年2⽉浜松公演
 2007年6⽉横浜関内公演
 2009年2⽉刈⾕公演
 2010年2⽉⾚穂公演
 2010年11⽉京都公演
 2011年1⽉信州⼤学病院公演
 2012年1⽉まつもと芸術館公演
 2012年10⽉⼤阪公演
 2012年11⽉北⾠館公演
 2013年11⽉北⾠館公演
 2014年3⽉⻑崎公演
 2014年11⽉沖縄公演
 2016年3⽉岡⼭公演
 2016年10⽉福⼭公演
 2017年3⽉⻑野市芸術館公演

主 活動



 【社会貢献】
⾳楽を楽しもうとするものの、中途失聴や難聴により、個⼈では乗り越え難い壁が⽣じている⼈
(⼩児、成⼈、⾼齢者)に対し、安⼼して⾳楽を味わい、学べる機会を提供する
 
【テレビ放映】
東京MX-TV「ガリレオチャンネル」『よみがえる⾳の世界〜⼈⼯内⽿による聴覚の回復〜』

2001年12⽉9⽇放送
テレビ神奈川「ニュース930」『⼈⼯内⽿で⾳楽を楽しむ』2006年3⽉31⽇放送
NHK教育テレビ「ろうを⽣きる難聴を⽣きる」『⼈⼯内⽿・⼼のケア』2009年11⽉29⽇放送
 
【新聞掲載】
読売新聞『⼈⼯内⽿の⼈に⾳楽を』2006年3⽉22⽇掲載
東京新聞『⾳楽の素晴らしさを楽しんで』2007年3⽉20⽇掲載
毎⽇新聞『⼈⼯内⽿-⾳楽を楽しめる可能性も』2009年8⽉18⽇掲載
中⽇新聞『⼈⼯内⽿に澄んだ響き 難聴児らに⾳楽会』2012年1⽉8⽇掲載
沖縄タイムス『難聴者ら⾳楽を体感』2014年11⽉24⽇掲載
琉球新報『⾳聞きやすく⼯夫 ⼈⼯内⽿配慮 那覇で⾳楽祭』2014年11⽉29⽇掲載
 
【研究助成採択】
私学学術研究振興資⾦（2005年度、2007年度、2015年度）
⼦ども夢基⾦（2015年度、2016年度）
ロームミュージックファンデーション（2016年度）

社会的要請 独創性 及 効果

【健聴者に対する⾳楽感受尺度の作成】
デシベル(dB)やヘルツ(Hz)以外の、⾳楽感受に関する聴能尺度の作成。
 効果⇒医療、教育、療育に役⽴つ。各現場での応⽤。

【⼈⼯聴覚使⽤者（補聴器・⼈⼯内⽿装⽤者等）に対する⾳楽リハビリの充実】
⼈⼯聴覚使⽤者の楽器⾳弁別訓練。聴こえのバリアフリーを⽬的とした演奏会の開催。
 効果⇒⼀般教育に役⽴つ。特殊教育分野への応⽤。

【聴覚障害者に対する⾳楽聴取補助の研究】
補聴器使⽤者のコンサートホールにおけるハウリング問題を⾔語補聴システムの応⽤により解消。
 効果⇒聴覚障害者と健聴者が⾳楽による感動を共有する。コンサートホール以外でも応⽤。

社会的評価及 貢献

沿革
2001年洗⾜学園⾳楽⼤学内に於いて⼈⼯内⽿と⾳楽についての研究を開始
2007年「⾳楽感受研究室」を同⼤学内に設置し、聴覚障害者の⾳楽聴取向上法の研究を開始
2013年同⼤学附属⾳楽感受研究所を設置。
2015年⼀般社団法⼈難聴者⾳楽感受研究所を設⽴し、聴覚のバリアフリーを⽬指した研究活動を開始
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